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第59図　大井宿遺跡の地形と調査区（1/4,000）

第19章　大井宿遺跡の調査

Ⅰ　遺跡の立地と環境

　大井宿遺跡は国道254号線川越街道沿いの旧大井宿

の宿場範囲内にある。大井宿は全長約1.5㎞で、砂川

堀右岸の標高27ｍの台地上から始まり、砂川堀を渡っ

て左岸の標高21～22ｍの低位台地上に位置する。

　大井宿の南側約半分は大井氏館跡遺跡に含まれてお

り、既に遺跡の登録がされている。2000年に遺跡範囲

外の２ヶ所の試掘調査により、多数の遺構と遺物が確

認されたため、大井宿の北側部分を新たに遺跡の範囲

とし遺跡名を設けた。

　川越街道は江戸時代の寛永年間（1624～1643）に整

備された日本橋から川越に至る11里（約44㎞）の道の

呼称で、街道に存在した６つの宿駅（上板橋・下練馬・

白子・膝折・大和田・大井）の１つが大井宿である。

　大井宿遺跡では2008年１月現在、15地点で調査が行

なわれ、中世～近代の遺構・遺物が検出されている。

 

Ⅱ　大井宿遺跡第15地点

（１）調査の概要

　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より2007

年６月28日付けで、「埋蔵文化財事前協議書」が市教育

委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の中央部に立

地しているため申請者と協議の結果、遺構の存在を確

認する試掘調査を実施した。調査に使用した重機は申

請者より提供を受けた。

　試掘調査は2007年８月１日から10日まで行なった。

幅約1.7～２ｍのトレンチ２本を設定し、重機による

表土除去後、人力で表面精査したところ遺構らしき黒

色土を確認した。出土遺物と覆土層から近世以降の井

戸・土坑・溝・ピット等と思われる。確認面まで約1.3

ｍあり建築による遺跡への影響がないため工事立会い

とした。写真撮影・全測図作成等記録保存を行なった

うえ埋め戻して調査を終了した。旧石器時代の確認調

査は行なっていない。
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第60図　大井宿遺跡第15地点遺構配置図（1/300）

遺構名 平面形態 確認面径 底径  深さ 備考
土坑1 不明 （113×27） （90×25） 20.6 　
土坑2 不明 （380×170）（298×82） 57 　
土坑3 不明 （131×48） － 40 　
土坑4 不明 （375×135）（324×55） 74.8 　
Ｐ1 不明 （46×23） （20×17） 49.4 　
Ｐ2 方形 30×29 12×6 63.7 　
Ｐ3 方形 32×29 10×9 41.9 　
Ｐ4 不明 30×（20） 15×12 43.6 　
Ｐ5 欠番
Ｐ6 不明 27×（17） 11×9 16.3 　
Ｐ7 不明 21×（13） 12×（7） 24.8 　
Ｐ8 不明 40×（20） 18×15 46.7 　
Ｐ9 不明 28×18 10×9 31 　
Ｐ10 方形 27×27 12×8 43.2 　
Ｐ11 方形 24×22 9×9 46.8 　
Ｐ12 方形 20×20 11×10 32.9 　
Ｐ13 方形 24×20 9×8 38.8 　
Ｐ14 方形 19×18 9×6 41.3 　
Ｐ15 方形 29×21 7×6 30 　
Ｐ16 不明 （20×6） （14×4） 8.2 　
Ｐ17 方形 30×26 19×16 18.5 　

第40表　大井宿遺跡第15地点土坑・ピット一覧表（単位㎝）

（２）遺構と遺物

①土坑・ピット・溝

　遺構はトレンチの確認であるため全貌が判明するも

のはない。土坑２・４が井戸とみられる。

　ピットはトレンチ１・２で東西に続くピット群を確

認した。Ｐ17を除くピットは柵列状に続く。

　溝はトレンチ１で南北から東西に湾曲する。断面は

逆台形状を呈し、規模は上幅（270）、下幅20㎝、深さ

59㎝を測る。

②出土遺物 第41表　大井宿遺跡第15地点出土遺物観察表 （単位㎝・g）
掲載
№

出土
遺構名 種別・器種 口径・

長さ
底径・

幅・内径
高さ・
厚さ 技法・文様・その他 推定産地 推定年代 備考

1 土坑１ 陶器/擂鉢 （34.8） － （8.3）ロクロ・紐作り/櫛目7本単位 丹波 1690～1700年代

2 土坑２ 磁器/碗/厚手碗 9.8 4.2 5.2 ロクロ/染付菊草花文・高台内崩し渦福/二次焼
成痕 肥前 1750～1770年代

3 土坑２ 磁器/碗/筒茶碗 （7.1）（4.0） 5.2 ロクロ/染付菊花文・口縁内二重圏線 肥前 1770～1780年代
4 土坑２ 磁器/小坏 － 2.9 （2.7）ロクロ/染付草文 肥前 1630～1650年代
5 土坑２ 陶器/碗/半球碗 9.1 3 5.7 ロクロ/灰釉・上絵付（赤･緑）松文 瀬戸・美濃 1760～1820年代
6 土坑２ 陶器/碗/せんじ碗 － 4 （3.2）ロクロ/灰釉 瀬戸・美濃 1730～1820年代
7 土坑２ 陶器/碗/小杉碗 － － （4.2）ロクロ/灰釉・鉄絵若松文 信楽 1750～1770年代
8 土坑２ 陶器/皿/摺絵皿 （12.2） 5.1 3.7 ロクロ/灰釉・呉須摺絵花文/御深井釉 瀬戸・美濃 1720～1790年代
9 土坑２ 陶器/擂鉢 34.4 15.4 14 ロクロ・紐作り/櫛目8本単位/見込磨耗顕著 丹波 1690～1700年代

10 土坑２ 陶器/燈火皿 10.5 5.6 2.7 ロクロ・底部ヘラ削り/鉄泥/見込ハマ跡・口縁
タール付着 志戸呂 1680～1800年代

11 土坑２ 土器/焙烙/瓦質 （37.5） 33.9 5.1 内耳断面逆Ｌ字形/内耳磨耗痕顕著/口唇部内外
面煤付着 在地 1680～1780年代

12 土坑２ 石製品/臼/上臼 （30.2） － 10.3 石材：砂岩/逆まわし臼/目は磨滅、下面は摩耗に
よる傾斜が著しい － － 重量

2,050g
13 土坑３ 磁器/碗/厚手碗 － － （1.8）ロクロ/染付主文様不明・高台内崩し「大明年製」 肥前 1680～1740年代
14 土坑３ 磁器/蕎麦猪口 － － （2.1）ロクロ/染付草原文 肥前 1700～1780年代
15 溝 磁器/碗/端反碗 （8.2） 2.9 4 ロクロ/染付花文・見込花文 瀬戸・美濃 1840～1850年代

16 溝 陶器/擂鉢 － （12.2）（7.9）ロクロ・底部右回転糸切/鉄釉/櫛目13本単位/重
ね焼き跡 瀬戸・美濃 －

17 2トレンチ 磁器/皿/染付輪禿皿 14 7.1 3.1 ロクロ/染付見込五弁花菊唐草文 肥前 1720～1770年代
18 2トレンチ 陶器/碗/小杉碗 （7.0）（2.4） 4 ロクロ/灰釉 信楽 1750～1770年代
19 2トレンチ 陶器/碗/小杉碗 9.2 3.2 5.4 ロクロ/灰釉 信楽 1750～1770年代
20 表土 磁器/碗/厚手碗 （10.2） － （4.1）ロクロ/染付印判手井桁蔦葉文 肥前 1750～1770年代
21 表土 磁器/碗/厚手碗 （10.8） － （4.1）ロクロ/染付印判手松草花文 肥前 1680～1740年代
22 表土 磁器/皿/厚手Ｕ字高台皿（13.6） － （2.7）ロクロ/染付 肥前 1700～1820年代



79 Ⅱ　大井宿遺跡第15地点

第61図　大井宿遺跡第15地点トレンチ１土坑・ピット①（1/60）
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第62図　大井宿遺跡第15地点トレンチ２ピット②・溝(1/60）
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第63図　大井宿遺跡第15地点出土遺物（1/4・1/6）



334 浄禅寺跡遺跡第32地点、大井宿遺跡第15地点①写真図版　84

浄禅寺跡遺跡第32地点試掘調査トレンチ１ 浄禅寺跡遺跡第32地点試掘調査トレンチ１、堀跡

浄禅寺跡遺跡第32地点試掘調査トレンチ１、堀跡 浄禅寺跡遺跡第32地点試掘調査トレンチ１、堀跡

浄禅寺跡遺跡第32地点出土遺物 大井宿遺跡第15地点試掘調査近景

大井宿遺跡第15地点試掘調査トレンチ１ 大井宿遺跡第15地点試掘調査トレンチ２
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大井宿遺跡第15地点土坑１ 大井宿遺跡第15地点土坑２

大井宿遺跡第15地点土坑３ 大井宿遺跡第15地点土坑４

大井宿遺跡第15地点ピット１～４

大井宿遺跡第15地点ピット７～ 16 大井宿遺跡第15地点溝



336 大井宿遺跡第15地点③写真図版　86

大井宿遺跡第15地点溝

大井宿遺跡第15地点出土遺物No.1～22
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川崎遺跡第22地点出土花瓶　№32大井宿遺跡第15地点出土焙烙　№11

大井宿遺跡第15地点出土擂鉢　№９

川崎遺跡出土瓦塔・瓦（第１·２次、第22地点）


